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午前11時に島原駅集合し、九大地震火山観測

センターにて車を乗り合わせて出発した。

地点1 仁田町より眉山遠望 (11:30)

眉山は、天狗山 (708m)と 七面山 (818m)

という2つ の溶岩 ドームが南北に連なる複合火

山である。その噴出年代は、約4.6千年前であ

る (尾関ほか,2005)。 まず、眉山の南東斜面

より眉山の地形を観察し、先眉山や天狗山溶岩

ドームなどの地質構造について見た。

地点2 崩壊面直下 (12:00)
眉山は、1792年の寛政噴火で山体崩壊を起こ

した。崩壊した場所は、天狗山の旧山頂を含め

た東部分である。深くえぐられた崩壊面に近づ

き、天狗山の内部構造を観察した。この断崖に

は、天狗山溶岩や既存の山体 (先眉山の活動で

できた噴出物)も見られ、山体の構造が複雑で

あることが分かる。また、天狗山溶岩には、多

数の断層や亀裂があることを観察した。参加者

と天狗山溶岩 ドームの形成過程や崩壊の要因な

どについて議論した。

地点3 仁田団地第一公園 (12:30)
1792年の山体崩壊では、崩壊物の広がりの両

側に自然堤防が形成されている。その自然堤防

に登り、崩壊物の広がりが一望 した。ここから

は、岩屑なだれ特有の流山地形が観察できる。

また、海底地形図を示し、流山の大半は、有明

海の海面下に沈んでいることを紹介した。同地

点にて昼食。週間天気で雨の予報であったが、

うそのように心地良い日和となった。昼食後、

自己紹介などを座談 した。

眉山の山体崩壊とその堆積物

地形図 1/25,000「 島原」

長 井 大  輔 (雲仙岳災害記念館)

地点4 秩父ヶ浦 (13:20)
海に流入した1792年の流山を観察。露頭観察

も行った。灰白色の溶岩からなる均質な構造が

特徴であり、成層火山の岩屑なだれで見られる

溶岩や火山灰層、土壌層などの多様なブロック

構造が見られない。均質な溶岩の破砕した堆積

物の中に、鋭利な破断面をもつ角礫やジグソー

構造などを観察 した。

図 1 観察地点(1/25′ 000「島原」)

図 2 秩父ヶ浦にて1792年崩壊堆積物の観察
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地点5 弁天山 (13:50)
眉山は、1792年以前にも山体崩壊を起こして

いる。もっとも、その崩壊部分は眉山溶岩自体

ではなく古い既存の山体 (先眉山の噴出物)が

起源である。崩壊は、眉山形成時の地盤隆起に

関係 して起こった (尾関ほか,2005)。 この堆

積物 (島原岩屑なだれ)を観察するため、島原

市街地にある古い流山を観察した。露頭にて堆

積物を観察し、1792年の堆積物との岩質の違い

を観察した。

地点6 上折橋 (14:30)
眉山の形成時には、平成噴火と同様に火砕流

の噴出があった (六 ツ木火砕流,渡辺・星住 ,
1995)。 島原岩屑なだれを生 じた崩壊は、この

火砕流噴出の直前に発生し、眉山形成の一連の

活動として位置づけられている。七面山溶岩 ドー

ムの北側にて、眉山形成時に噴出した六ツ木火

砕流堆積物を観察した。火砕流堆積物は、やや

赤みのある均質な溶岩ブロックとその破片から

構成される。また、複数の流下ユニットも観察

できる。同堆積物は島原岩屑なだれ堆積物の直

上にあり、参加者と両者の層序関係を確認した。

あとがき

今回の巡検では、眉山の山体崩壊とその堆積

物をテーマに、島原市街地の土地のなりたちが、

火山の形成と崩壊に密接に関係していることを

観察した。島原半島では、世界ジオパークネッ

トワーク加盟を機に、地元でも地学への関心が

高まっている。ガイドも養成され、市民が自主

的に勉強会を開 くなどの活動 も行われている

(長井,2009)。 平成24年には、世界ジオパーク

ネットワークの国際会議が島原半島で開かれる

ことが決定された。しかしながら現在、地学や

ジオパークの面白さが市民へ理解されているか

という点は、まだまだ不十分であると思う。教

育面の普及や活用策のアドバイスなど、地学会

の有志に何らかの形でご協力いただければ、ジ

オパークの魅力はいっそう高まるものと信じる。

眉山の山体崩壊とその堆積物

図 3 上折橋にて眉山形成時に噴出 した六ツ木火
砕流堆積物とその直下にある島原若屑なだれ

堆積物
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